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要約

本稿の目的は、学力向上のための教育政策や教育実践において陥りがちな「卓越性の

重視か、公正・平等の重視か」といった二項対立的把握に対し、「卓越性と公正の同時追

求」こそが高い学力保障につながるということをカナダ・オンクリオ州の事例を取り上

げて示すことにある。オンタリオ州では、いわゆる知識基盤型社会において有用とされ

る高次の思考力形成を目標としながらも、同時にそうした思考力を社会的公正の実現に

向けた諸課題と結びっけて形成しようとしている。
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はじめに

ＯＥＣＤのPISA (Programme for International

Student Assessment)によれば、カナダは移民が多い

多文化社会であるにもかかわらず、非常に優秀な結果

を示したことで知られている。 PISA の2000 年調査

では､ オンタリオ州、ブリティッシュ・コロンビア州、

ケベック州、アルバータ州の平均スコアが、当時学力

世界一と注目されていたフィンランドよりも高いこ

とが指摘されている( 佐藤、2009)。最新の2015 年調

査の結果でも、読解リテラシーにおいて、この４州が

トップ５に入っている( 図表１)。また、カナダは移民

の子どもの割合が非常に高いにもかかわらず、移民第

一世代、第二世代の学力がネイティブの学力と同程度

であることが明らかになっている( ＯＥＣＤ、2011) 。

一般的には、文化的・言語的背景が多様であればあ

るほど、学力不振を生み出しやすい。なぜなら、学校

で何を教え学ぶかとい う点において、支配層の文化が

反映されろため、文化的・言語的少数派にとっては、

学習へのアクセスが保障されにくいからである。後述

するように、カナダ国内で鏝大の人口を抱えるオンタ

リオ州は、人種、言語、家族構成や形態、宗教等にお

いて多様な社会構成となっている。にもかかわらチ、

同州の学力調査の結果が優れているとしたら、そこに

は社会的・文化的・言語的な多様性が学習を阻害しな

い何かしらの仕組みや取り組みがあるはずである。

本稿では、カナダ・オンクリオ州において目指され

ている学力がどのような性質のものであるかについ

て近年の政策文書を検討しながら明らかにする。次い

で、こうした学力が州のカリキュラムや教育実践にど

のように現れているのかを明らかにする。

1. カナダ・オンタリオ州の社会 一文化状況

まず、オンクリオ州の社会・文化的な背景を押さ

えておきたい（以子のデータは、Ontario Ministry ofEducation,

 2009 より）。州内には、200 以上の母語が

確認されている。英語を母語とする人は全体の69.1% 、

フランス語を母語とする人は4.2% である（いずれも
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図表1　カナダ主要4州のPISA2015 の結果

��読解リテラシー � 数学リテラシー � 科学リテラシー

�1位 �
ブリティッシュ・

コロンビア州 �
シンガポール(564) �シンガポール(556)

�オンタリオ州 �5 位(527) �18 位（509） �12 位(524)

�ブリティッシュ・

コロンビア州 �1
位(536) �9 位(522) �3 位(539)

�アルバータ州 �3 位(533) �14 位(511) �2 位(541)

�ケベック州 �4 位(532) �3 位(544) �5 位(537)

�カナダ全体 �7 位(527) �12 位(516) �10 位(528)

カッコ内は平均点

※Council of Minister of Education, Canada. (2016)より筆者作成

2006 年時点)。この多言語状況の背景としては、一つ

には、先住民族の増加傾向があげられる。州内におけ

る先住民族の増加率は非先住民の４倍であり、先住民

の35.7% が19 歳以子であることから、就労・就学の

ために都市部へ移住していることが読み取れる。二つ

には、カナダへの移民の大手がオンクリオ州に定住し

ていることである。 2001年から2006 年にカナダに移

民した人々約110 万人の内52.3% がオンクリオ州に定

住している。 1360万人の州人口の内、270 万人の住民

が自らをvisible minority (先住民族を除く、非白人系

人種または肌の色が白くない人々) と見なしており、

これはカナダ全体のvisible minorityの約手数を占め

ている。また､移民の約9 ％が難民である( タンパン、2017)

。

これらに加え、家族形態や宗教においても多様性を

増していると指摘されている。例えば、ひとり親家庭

は2001 年から2006 年の間に11.2% 増加している。

また、同性カップルが2001 から2006 年の間に40 ％

増加していることなどがあげられる。宗教については

全体の1/5 はイスラム教、ヒンズー教、仏教、ユダヤ

教など多様な信仰を持つ状況となっている。

以上から、オンタリオ州は、多文化国家カナダのな

かでも特に多様な言語・文化・社会状況にあると言っ

て良い。このことは､ 取りも直さず学校教育において、

こうした多桧 肬をどのように価値付け、考慮していく

のかという問題を引き起こす。オンタリオ州において

こうした社会状況と高い学力 を結びっ けているのは

何なのか？ この点を明らかにするため、次にオンク

リオ州における学力保障政策を分析していくことに

する。

2｡ オ ン タ リ オ 州 に お い て 目 指 さ れ る 学 力 像:

Excellenceとequityの追求

カナダは､10 の州(province) と3 つの準州(territory)

からな る連邦政府 である。連邦政府に学校教育を所管

する省庁はなく、憲法の規定により各州政府の責任・

管理子にある。また、各州内においては、学区(school

district)の自律性が高いこ とも特徴の一つである。州

政府 が決 めたことを学区委員会や学校 を通して教師

に子ろしていくとい う発想ではなく、学校や教師レベ

ルでの決定を保障する仕組みだと言える。

オンタリオ州 では、オンタリオ進歩保守党、オンタ

リオ自由党、オンタリオ新民主党の三大政党 が存在し

てい る。第二次世界大戦後だけを見ると、圧倒的に保

守政権の期間か長い。 自由党は、自由主義を掲げるも

のの中道左 派政党であり、国民皆保険制度の確立や所

得 再配 分の強化など社会民主主義 に近い政策 を実施

してきた。 2003年から州 首相に就い たダルトン・マク

ギンティ(Dalton McGuinty) 自由党政権子では、公

正と平等の理念が強く掲げられ、様々な社会政策 が展

開していった。 2013年以降現在に至るまでは、同じ自

由党のキャスリーン・ウィン(Kathleen Wynne) が州

首相を務めてい る。ウィン首相はマクギンティ前政権

では教育大臣であった。

マ クギンテ ィ政権時から 現政権ま で一 貫してい る

教育政策の柱として、卓越性 (excellence)をすべての

子 どもに保障することと公正(equity)の追求が強調 さ

れ、そ のための教育の形態 とし てイン クル ーション

(inclusion)を掲げている。以子、主要な教育政策文書

の内容を示しながら、オンクリオ州におい て卓越性と

公正が同時追求 されてい ることを確認してお きたい。

2009 年に州教育省 から出された『オンタリオの公

正とインクルーシブ教育の方略』では、優先事項とし

て、｢高いレベルの学力達成」「生徒の学力格差の縮小｣
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「公教育への信頼を高める」の三つが掲げられ、これ

ら を達成す るために公正でイン クル ーシブ な教育 が

基礎となると提起されている(Ministry of Education,2009)

。この場合 の「公正」とは、移民、低所得階層の

子 ども、先住民の生徒、男子生徒、特別な支援を要す

る 生徒など低学力 の危機にあ る子 どもだもの学力 を

改善することを意図している。そして、その改善のた

めには、生徒だもの積極的な参加が保障され、個々が

尊重され、彼ら自身 が学習環境に反映されていると感

じ られるよ うにすることが不可欠であるとしてい る。

差異の共同をインクルーシブ ととらえ、そ うした教育

が公正であるとの認識がうかがえる。

2014年に州教育省が出した『卓越性の達成一オン

タリオ教育の新たなヴィジョン』では、州の学校教育

について、「卓越性の達成」、「公正の確保」、「幸福の促

進」、「公的な信頼を高める」とい う4 つの目標を設定

している(Ontario Ministry of Education, 2014) 。こ

の文書では、上述の2009 年の文書よりも 「卓越性」

の 中身について述べられてい る。

PISA 以降、多くの先進国では程度の差はあれ、い

わゆるグローバル・コンピテンシーの形成を意識 した

カ リキュラム改革へと舵を切っている。オンタリオ州

でも 「卓越性」を掲げるとき、その中身 として批判的

思 考や論 理的思考 といっ た 「高次の思 考力(higherorder thinking)

」形成 とコミュニケーションや協同性

な どの社会情動的スキルを求めている（以子の頁数は、Ontario

Ministry of Education, 2014 より）。

・基礎的なスキルは、未 だ重点の一つである。そし

て、それらを創造性、批判的思考、革新的な 問題

解決、効果的なコミュニケーション、コラボレー

ションなどと結びっくことによって、卓越性 へと

つながるのである(p. 5)。

・卓越性を保障するには、学習者は、挑戦を乗り切

るための忍耐力や レジリェ ンス、創造的な思 考を

発展させる必要がある(p. 5)。

・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 、 創 造 性 、 企 業 精 神

(entrepreneurship) のトレーニングを強化するこ

とでオンタリオの学校において若い起業家をもっ

と育てる(p. 6)

しかし、これらをい わゆる知識基盤型社会において

必 要とされるコンピテンシー と過 度に結びっ けてい

ない。 PISA の結果 を分析した報告書は、「オンクリオ

州の政策では､『より優秀な人材を得る』とい うことは

重視されていない。代わ 引こ、考え方としてあるのは、

持っている能力 を使ったり、技術を向上 させることで

ある。こ うした点でも、オンタリオ州 のモデルは、よ

り市場原理的な改革理論に挑んでいる」と指摘してい

る（OECD 、2011) 。　この点け、アメリカのATC21S

の21 世紀型スキルやOECD のキー・コンピテンシー

と距離がある。

また、この文書からは、オンタリオ州が目指す「公

正」がどのような状態を意味するかも読み取ることが

できる。それは、「オンクリオ州における多様性は、こ

の州の強みの一つである」(p. 8)、「寛容さや称賛を超

えて多様性をインクルーションへと導き、尊重し合う

ことは、オンタリオの教育を世界で最も公正な教育に

する」(p. 8)と述べていることからも、多様性が単なる

「違い」の称賛ではなく、差異が共同することによっ

て生み出される文化の豊かさ・高まりを公正な状態と

とらえている。

さらに、「オンタリオの学校は、あらゆる人々が高い

期待の文化の中で成功する場となる必要がある。学校

は、教育者と生徒が多様性を価値づけ、互いに尊重し

合い、彼ら自身が学習内容に反映されていると見なす

ことができる場となる必要がある。もっともリスクを

抱える（at risk)な生徒の学習を最大限可能にする環境

を提供することがとりわけ重要である」(p. 8)と述べて

いるように、公正の射程は、周辺部の子どもたちに向

けられ、彼らのバックグランドを学習内容やプロセス

に反映させることで、学習への「アクセス」を保障し

ようという姿勢が読み取れる。

以上のように、多様性を不可欠の要素として成功を

達成するというスタンスが強調されている。多様性は、

社会や子どもにとっての障壁ではなく、高いレベルの

成功をもたらすための土台として位置づけられてい

る。「公正と卓越性は手に手を取って実現する」(p. 9)

と述べられているように、両者は二項対立でとらえる

べきものではなく、インクルーシブな教育によって、

相互の尊重を軸とした関わり合いを促し、それがすべ

ての子どもに学習へのアクセスを保障し、高い達成を

もたらすと理解されている。

2017 年には､ 子どもだもの学力を保障するため、学

校と教室から差別的な実践、制度的な障壁、偏見を取

り除くことを目的に『オンタリオの教育　公正アクシ

ョンプラン』(Ontario Ministry of Education, 2017)

が策定されている。ここでは、①学校と教室の実践に

おける公正、秘リーダシップ（管理職）、学校運営（ガ

バナンス）、雇用における公正、⑤晴報収集、統合、報

告､④組織文化（省庁､各学校区などの地方教育行政、

学校内）の改革という四つの領域で公正な教育のため

のアクションプランの策定を求めている。

①では、学校が多様性を学び、経験する場となる必

要があるとの認識から、学校全体及び各教室での教育

活動が、生徒とスタッフの多様性を反映し、応答的な
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ものになるよう求めている。それがオンタリオにおけ

る「インクルーシブ」の意味するところであり、「文化

応答的教授(culturally responsive teaching) や 「文

化的に関連のある教授(culturally relevant teaching)」

に よる教育実践の推進が強調 されている。そ うした教

授 スタイルは、「すべての生徒が彼らのバックグラン

ド、言語、家族構成、社会的・文化的アイデンテ ィテ

ィ に結びっい た方法のな かで学 ぶことを推 進するも

のである」(p. 16)。そのためには、子 どもだもの多様

なバ ックグランドを反映した教 育内容 が準備 される

必要がある。そのほかにも、進路選択 のサポートや停

学、退学、排除の解消、公正とインクルーシブ教育へ

の親の関与を促すことなどについて、具体的な方策を

学校に求めている。

秘につい ては、教育職員 （管理職含む）の雇用・昇

進の際、多様なバックグランドが障壁 とならない よう

にすること、公正・インクルーション・人権に焦点を

当てた教職員のプロフェッショナル・ディベロプ メン

トを行 うこと、学区委員会や各校の校長 ・副校長に対

して公正・インクルーション・人権への取り組みにつ

いての説明責任を果たす よう求 めている。説明責任を

果たすべき項 目が公正であるとい う点け、テストと連

動 した説 明責任 を求 めるアメ リカ などの動 向とは大

きく異なっ ている。

③については、人種、エスニシティ、宗教、障害、

性的指向、性意識などのデータの収集・分析、またこ

れらを公正の指標として活用し、政策や実践に生かす

方策を求めている。④については、教育行政機関（教

育省、学区委員会）内の組織構造を文化的多様性が反

映 されるように改革することを求めてい る。

以上から、現在のオンクリオ州において追求されて

いる学力の基底には、卓越性と公正が強く位置づけら

れている。すなわち、オンタリオ州では、グローバル

社会において求められる高次の思考能力や社会情動

スキルの向上を図りながらも、それを公正な社会実現

に向けて行使する力の形成を学校教育の課題として

いる。卓越性と公正は一方を追求する上で相互性のあ

るものとしてとらえられ、同時追求されているのであ

る。では、卓越性と公正の同時追求が具体的な教育内

容や教育方法にどのよ うに現れているのか？

3. 卓越性と公正と追求する教育実践

教育内容 と教育方法を構想す る上での基本 コンセ

プトとして提起されているのが、「文化応答的な教授」

とい うものである。まずこのコンセプトについて説明

しておく。

この場合 の「文化」とは、エスニシティ、人種、信

仰といった典型的な理解にとどまらず、生徒の社会的

アイデンティティに反映されているものであり、「知

り方(ways of knowing) 」「世界での在り方(ways ofbeing in the world)

」そのものであると捉えられてい

る。文化応答的な教授とは、単なる「文化的なユニー

クさ」を承認するだけのものとは異なり、生徒の背景

知識や家庭・地域での先行経験をカリキュラムや授業

に 統 合 す る も の で あ る(Ontario Ministry ofEducation,

 2013)。したがって、「文化」に応答すると

いうことは、多様な背景を持つ子どもだもの生活現実

からアクセス可能な学習を構想することを意味する。

こうした学習を構想するために求められる教師の

力 量 を 以 子 の6 点 に 特 徴 付 け てい る(OntarioMinistry of Education, 2013,

 pp. 4-6)。

①　 社会文化的な意識：どのように社会文化的

構造が個々の生徒の経験や機会に影響を与

えているかについての意識。権力と特権の

配分に関する理解、人のアイデンティティ

が社会的に構成されているという理解。

秘　 生徒の多様な背景を欠陥や限界としてでは

なく肯定的に理解する

③　 より公正な社会実現に向けて障壁を取り除

き、すべての生徒に利益をもたらす学習環

境を創り出す。

④　構成主義的なアプローチ：学習者が知識を

「構成する」という学習観。生徒の「生きら

れた経験（lived experience)」とつながった

カリキュラム。ローカルに状況づけられた

授業を実践する。

⑤　 深い生徒理解：生徒および生徒の家族の生

活を理解し、その理解を教室での日常的な

学習に反映することができる。

回　 文化に応答する授業実践：生徒の先行経験

に基づいた授業を構想し､ 実践できる。社会

的正義に関する批判的な分析や行動を含む

インクルーシブ教育によって、生徒の社会

文化的な意識を形成する。

「文化応答的な教授」とは、あくまで理念的なもの

で、具体的な教育手法そのものではない。しかし、単

なる理念の提示から教育方法を求めているのではな

く、むしろオンタリオ州で長く取り組まれてきた種々

の教育実践の蓄積を理念的に整理したとみるべきで

ある。

その教育実践の一つとして、批判的リテラシー形成

や批判的思考形成が挙げられる。マクギンティ前政権

は、初等教育におけるリテラシー改善に焦点化した取
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り組みを充実させるため、「リテラシー・ニューメラシー

開発室(Literacy and Numeracy Secretariat, LNS ）」

を設置し、州内の学校を支援する仕組 みを構築した。

この取り組 みのなかで、小学校3 年生の リテラシーと

ニ ューメラシーの達成基 準を満たナ子 どもの割合が、55%

 (2003 年）から68%  (2010 年）に上昇している

（OECD 、2012) 。このLNS の取り組みの一つとして

推 進されたのが批判的 リテラシ ー教育や批判 的思考

教育である。

理論的にはこの両者は同じではない(Luke,  2014) 。

オンタリオ州では､この両者の要素を併せ持つ形で21

世 紀型 のリテ ラ シー を以 子 の よ うに定義 し てい る(Ontario

Ministry of Education, 2008, 。

リテラシーは、考えを批判的に読み、書き、聞

き、見て、表現し、考えるために、豊かで多様な

形式の言語とイメージを使用する能力 と定義さ

れる。そこには、情報にアクセスし、管理し、評

価する能力、創造的・分析的に考える能力 、そし

て効果的に考えやアイデ アを伝える能力 が含 ま

れてい る。リテラシーはまた､ 公平さや公 正さ、

社会正義の問題に関して問題を解決し、判断を

子すた めの批判的思考や論理的思考も含 んでい

る。リテラシーは､ 個人と共同体を結びっ けるも

のであ り、個人の成長とともに結束した民主主

義社会への積極的参加のた めの不可欠なツール

である。

この定義 は、オンタリオ州が目指す学力 が卓越性 と

公 正の両方を追求しているこ とをわかりやす く示し

ている。一方で、創 造的思考や分析的思考といった知

識社会で求められる高度な思考力 を求めながら、それ

を経済的な利益優先ではなく、あくまで公正・公平な

社会実現のために行使していく力 （批判的思考力 ）と

してリテラシーを定義してい る。

オンタリオ州政府が定める言語科カリキュラムで

は、小学校6年の「読むこと」の能力として、テキス

トの意味を構築する、テキストの形態やその特徴を理

解する、言葉の知識を使って読む、読み手としての読

み の技法や 学習の 中で新たに発 見した読みの技法を

振 り返る、の四つが掲げられてい る。この うちのテ キ

ストの意味構築に関しては、以子の9 つの読みが期待

されてい る(Ontario Ministry of Education, 2009,pp.111-112)

。

①様々なジャンル・形態のテキストから幅広く読む

秘目的を持って読み、その目的に適切な読み物 を選

択する

③幅広い読むための技法を確認し、使う

④読んだことを要約したり、重要な考えを説明した

りする

⑤明示／ 暗示 されているこ とを使い ながらテ キス

トの解釈を発展 させる

回テキストに示された考えを自らの知識や経験と

っなげたり、比較したりすることで読みを拡 張す

る

秘テ キストを分析する

⑧テ キストに示 された考 えについて の判 断や 結論

を示ナ

⑨テ キストに示 された視点 を確認し、その視点 に賛

同するかどうか、他の視点けないかを考える

このうち⑨では､学習の問いの例として、「この視点

立誰にとって最も共有できるもので、誰にとってはそ

うでないものか？」（どのようにしたら、異なる、ある

川まより幅広い読者に魅力的なものに書き換えられ

る）か？」「なぜ偏見がテキストに入り込むのか？」とい

ったものが示 されてい る。

言語科では、テキストを構成している基本的要素を

涜めるだけでなく、テ キストをコンテ キスト（自己の

怪験や他の知識 の文脈）とつなげながら読み、 さらに

ま社会的 な視点からテ キス トを評価す ることが読み

り力 として期待されている。先述したように、高次の

と､考力 を公 正の実現に向けて行使す るとい うオンク

リオ州の 目指す学力像が、こ うしたところに現れてい

こ）のである。

おわりに

本稿では、カナダ・オンクリオ州の学力の高さと文

七的多様性とをつないでいるものが何かという問題

こついて、目指す学力像に焦点を当て検討してきた。

二の問題に対するオンクリオ州の答えはある意味で

ンンプルなものである。すなわち、卓證肬を達成するた

めには公正な教育を実現する必要があるというこ

とであり、また公正な教育を実現するということはどん

な立場の子どもたちにも高い達成を求めていくと

いうことである。そして、どんな背景を持った子ども

ヒちでも学習にアクセスすることができ、かつ高い水準

の学力 を保 障する学習の一つ として批判的 リテ ラ

シーや批判的思考の教育が位置づけられてい た。オン

タリオ州の取り組みからは、学力形成を「卓越か、公

正・平等か」の二項対立ではなく、同時追求してこそ

戎功がもたらされることがわかる。

なお､PISAの結果を分析したOECDの報告書でも指

摘されているように、オンクリオ州 の学校では、批
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判的思考の育成は、単一の科目の問題としてではなく、

学校教育のあらゆる側面に実質的に組み込まれるこ

とによって推進されている（OECD 、2012) 。本稿で

は、扱えなかったこうした各学校レベルのカリキュラ

ムや授業構成の実際を現地調査によって明らかにし

ていくこと、学力保障の教育実践を支えるシステムの

検討がこの後の課題となる。
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